
 
 
 
 
 

2018 年 9 月 21 日 

 

神戸大学と新日鉄住金ソリューションズが、ネーミングライツに関する協定を締結 

～情報知能演習室の新名称は「ＮＳＳＯＬ Ｌａｂ」～ 

 

国立大学法人神戸大学 
新日鉄住金ソリューションズ株式会社 

 

国立大学法人神戸大学(所在地：神戸市灘区、学長：武田 廣、以下神戸大学)と新日鉄住金ソリューシ

ョンズ株式会社(本社：東京都中央区、代表取締役社長：謝敷宗敬、以下ＮＳＳＯＬ)は、教室のネーミン

グライツ（施設命名権）取得に関する「国立大学法人神戸大学ネーミングライツに関する協定書」（以下

「本協定」）を２０１８年９月２０日に締結しました。 

神戸大学は、教育研究環境向上のための財源確保を目的に、ネーミングライツ制度を本年２月に導入し

ました。情報知能演習室（六甲台第二キャンパス工学研究科Ｄ２棟）のネーミングライツ公募に、ＮＳＳ

ＯＬが応募し、選定委員会による審査を経て、ネーミングライツ・パートナーに選ばれました。２０１８

年１０月から２０２１年３月まで、同教室の名称は「ＮＳＳＯＬ Ｌａｂ」となります。 

 

神戸大学は、先端研究・文理融合研究を推進している総合大学です。国からの交付金削減で国立大学を

取り巻く環境は厳しさを増しており、将来にわたり優れた人材や研究成果を生み出すためには、外部資

金の獲得は不可欠です。 

ＮＳＳＯＬは、製鉄業で培った豊富な経験と高度な技術力を活かし、幅広い業種向けに IT ソリューシ

ョンを提供してきました。日本の産業を IT でサポートし競争力を強化していくため、寄付講義や講師派

遣、インターンシップの受け入れ、奨学金の提供など産学連携を推進し、IT の将来を支える人材育成を

支援してきました。 

対象施設の情報知能演習室は、主に工学部情報知能工学科の学生やシステム情報学研究科の大学院生

が最先端の情報技術を習得するための実習拠点です。ＮＳＳＯＬは、今回の協定を機に同施設及び IT 人

材の育成をサポートし、神戸大学との産学連携を強化します。 
 
 

〈報道関係者向け「ＮＳＳＯＬ Ｌａｂ」のお披露目について〉 

愛称名看板設置後、報道関係者の皆さんに同教室をお披露目します。 

日 時：2018 年 10 月 1 日（月）10：30～ 

場 所：神戸大学六甲台第二キャンパス工学研究科Ｄ２棟「ＮＳＳＯＬ Ｌａｂ」（D2-203） 

出席者：武田 廣神戸大学学長 

謝敷宗敬新日鉄住金ソリューションズ株式会社代表取締役社長 

ほか関係者 

除幕式等の式典は行いません。 

お越しになる場合は、事前に国立大学法人神戸大学企画部卒業生・基金課までご連絡をお願いします。 



（概 要） 

１．ネーミング 

ライツ・パートナー 

（１）法人名： 新日鉄住金ソリューションズ株式会社 

（２）本社所在地： 東京都中央区新川二丁目20－15 

（３）代表者： 謝敷宗敬 

２．対象施設 情報知能演習室（六甲台第二キャンパス工学研究科 D２棟） 

PC 台数： 125 台 

主な利用者：工学部情報知能工学科の学生やシステム情報学研究科の大学院生 

３．愛称名 〈アルファベット表記〉ＮＳＳＯＬ Ｌａｂ   〈日本語表記〉エヌエスソル ラボ 

４．協定期間 2018 年 10 月１日～２０２１年３月３１日 

５．愛称の使用 施設入口に愛称看板の掲示、大学ホームページや案内図等における使用 

６．付帯権利 施設入口付近にパートナーの企業紹介ボードを設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

国立大学法人神戸大学                   

総務部 広報課 

Tel：078-803-5083 

企画部 卒業生・基金課  

Tel：078-803-5012 

 

新日鉄住金ソリューションズ株式会社           

総務部広報・IR 室  

Tel：03-5117-6584 

 

以上 

 

 

情報知能演習室前に 

設置される愛称名看板 

 

工学研究科棟 情報知能演習室 
 

 


